第１回　幼児教育検討部会議事要旨
Ⅰ．開催日時　　　平成２３年３月１５日（火）１５時３０分～１７時
Ⅱ．場　　　所　　　防災センター２階　研修室２
Ⅲ．出 席 者　　　子ども権利委員４名、オブザーバー５名、事務局５名
（欠席）子ども権利委員１名
Ⅳ．内　　　容

１．メンバー紹介

（事務局より、メンバーを紹介）
２．部会長選出

（名張市子ども権利委員会規則に検討部会に部会長を置くことの規程がないことから、権利委員会の委員長が部会長になることについて、事務局が提案し、参加メンバーに承認を得る。）

３．部会長あいさつ

４．議事進行

・　権利委員会への諮問事項について

（市長が権利委員会に諮問した諮問書を事務局より説明）
・　名張市就学前教育・保育に関する検討委員会の提言書について

（平成２０年３月に名張市就学前教育・保育に関する検討委員会から受けた提言書を事務局より説明し、当該検討部会がその提言書掲載事項に基づき審議していくことを事務局より提案）

・　検討部会での審議方法について

（提言書に基づく審議事項と今後のスケジュール案を事務局より説明）

・　名張市における幼稚園・保育所施設の現状の説明

（幼稚園・保育所の定員、入所児童、設置状況等を事務局より説明）

・　審議事項の内容
○私立幼稚園の教員が公立教員と一緒に研修をするという体制ができていないので、市が主になって取組んでほしい。

○保育の支援が必要な家庭も現実にはあることから、保育所機能も必要であるが、小学校に上がる段階には、幼稚園児も保育園児も同じような体験をしてもらうことが望ましい。

○保育士や幼稚園教員が忙しい中で、話し合いを詰めていくための保障された環境整備を提示していく必要があるように思う。

○社会的にそれぞれの施設が子どもの教育をきっちとしていくことが求められているが、それと同時に、それぞれの機関、施設が連携をすることが大事になってきている。

○公立同士の連携や交流は、ある程度進んでいるようであるが、私立を交えたときに具体的にどのような連携のあり方が望ましいのかが、大きな課題。

○連携については、機関と機関、人と人が交流することが非常に大事になってきている。

○就学前教育・保育のカリキュラムの取組の検討については、現場の職員が中心になってやってもらうことである。

５．その他

・　次回の会議の日程調整

（次回の会議は、４月～５月頃になり、メンバーの中には役員改選により代わられることも想定できることから、後日、事務局で日程調整を行う。）
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